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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⻑⼿段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社⻑
野々山 卓朗

社員の物心両面における幸福を追求すると同時に、業界、地
域社会の進歩発展に貢献すること。

社員の⽣活向上を掲げ、信頼と現場⼒で業界の変化をリードします。多拠点展開、M&Aによる施工機能獲得、遮熱
等の新規事業、DX推進を加速し、2040年に100億円の売上を実現。製造から施工までを一貫して担う体制を構築し、
地域社会に不可⽋な存在へと成⻑を遂げます。

2040年の売上⾼100億円達成に向けて、既存の建築板⾦向け建材
事業を基盤としながら、⾼付加価値外装材の開発、多拠点展開、
関連多角化としての新規事業⽴ち上げ、M&Aを活⽤した施工領域
の拡充を進め、持続的な成⻑を実現する。販売・加工・提案・施
工を一体で担う⾼付加価値企業への進化を目指す。

⾼付加価値な⾃社オリジナル製品が不⾜しており、価格競争に巻
き込まれやすいことに加え、現⾏の3拠点体制では⽣産・物流能⼒
に限界がある。また、売上の⼤半が建築板⾦向け建材に依存して
おり、関連多角化が⼗分ではない。⼈材面では若⼿⼈材を確保で
きている一⽅で育成・評価制度の強化が必要であり、岐⾩営業所
の⽼朽化対応、施工領域拡⼤に向けた体制整備、DX推進も重要な
経営課題である。

刈谷工場

〇本社所在地︓愛知県名古屋市中区新栄
1-36-13

〇事業概要︓⾦属製建材の製造・加工・
卸売業、建築板⾦工事業

〇常時使⽤する従業員︓69名
（2026年3月時点）

〇現在の売上⾼︓28億円
（ 2025年3月期）

〇法⼈番号︓2180001039729
〇Web︓https://nono-s.com/

株式会社野々山商店（卸売業）

・経営トップ主導の全社横断体制のもと、商品開発、拠点戦略、
新規事業、施工領域拡⼤を一体的に推進する。
・営業・製造・配送の連携を強化し、既存3拠点の役割分担を明確
化したうえで、多拠点展開を段階的に進める。
・新商品開発や新規事業は、外部パートナーとの連携により不⾜
する技術・知⾒を補完しながら事業化する。
・⼈材育成、評価制度運⽤、岐⾩営業所再整備、DX推進を並⾏し
て進め、組織⼒と⽣産性の向上を図る。

野々山商店は、従来の建材販売を中心とした事業構造から、⾼付加
価値商品、新規事業、施工機能を備えた総合提案企業へと進化して
いく。既存事業で築いてきた信頼、顧客基盤、現場⼒を活かしなが
ら、商品開発、商圏拡⼤、施工領域の強化を進め、⼈材・拠点・
DXへの投資によって成⻑を⽀える⼟台を強化し、持続的な企業価
値向上を実現していく。



売上高100億円実現に向けた具体的措置の詳細

・⽡業界との連携を通じて、新たな外装材の設計・製造・販売に取り組み、既存商材の販売に依存しない⾼付加価値な⾃社提案商品の確⽴を目指す。これにより、価格競争か
らの脱却と収益性の向上を図る。
・名古屋⻄部エリアへの新規出店を成⻑戦略の第一歩と位置づけ、既存の本社・岐⾩営業所・刈谷工場との相乗効果を⾼めながら、商圏拡⼤と顧客接点の増加を進める。さら
に、その成果を踏まえて効果の⾼い地域へ段階的に拠点展開を進め、持続的な売上成⻑につなげる。
・既存取引先である建築板⾦施工業者約400社とのネットワークを活かし、単なる建材供給にとどまらない課題解決型のソリューション営業を強化する。これにより、顧客と
の関係性を深めるとともに、提供価値の拡⼤による取引拡⼤を図る。
・関連多角化の新たな柱として、遮熱工事および遮熱材料販売事業を⽴ち上げる。既存事業との親和性を活かしながら、環境対応需要や省エネルギー需要を取り込み、新規事
業として将来の収益源へ育成する。
・板⾦工事分野については、⾃社単独で一から施工体制を構築するのではなく、既存工事会社のM&Aを活⽤することで、施工機能、⼈材、顧客基盤を早期に獲得し、販売から
施工までを一体で提供できる事業構造への転換を進める。
・従業員の成⻑と組織⼒向上を⽀えるため、定性評価と定量評価を組み合わせた新たな⼈事評価制度を導⼊し、納得度の⾼い評価とモチベーション向上を実現する。これによ
り、⼈材定着と⽣産性向上を通じた持続的成⻑の基盤を強化する。
・⽼朽化が進む岐⾩営業所については、工場・事務所・倉庫の建て替えを進めることで、製造能⼒、保管能⼒、配送効率の改善を図り、今後の事業拡⼤に対応できる拠点基盤
を整備する。
・外部知⾒も活⽤しながらDXを推進し、従業員のデジタル知識向上と業務改善を進めることで、受発注、⽣産、配送、営業管理など全社業務の効率化と付加価値向上を実現し、
成⻑を⽀える経営基盤を構築する。
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株式会社野々山商店（卸売業）


